
組成分析結果（大規模事業者）
組成ごと 調査写真（全体図）

重量(kg) 割合(%) 重量(kg) 割合(%) 重量(kg) 割合(%) 重量(kg) 割合(%) 大分類割合 現在 今後 品目 %

1 生ごみ 32 33.33 74 58.04 47 38.52 153 44.28 生ごみ 44.28

2 未開封の食品 10 10.42 43 33.73 0 0.00 53 15.34 未開封の食品 15.34

3 紙おむつ・生理用品 0 0.00 0 0.00 61.5 50.41 61.5 17.80 紙おむつ・生理用品 17.80

4 その他可燃ごみ 38 39.58 5 3.92 10.5 8.61 53.5 15.48 資源化できる紙 1.01

5 資源化できる紙 1.5 1.56 1 0.78 1 0.82 3.5 1.01 1.01
資
源

廃プラスチック 6.08

6 廃プラスチック 14.5 15.10 4.5 3.53 2 1.64 21 6.08 6.08 ごみ リサイクルできないもの（焼却） 15.48

96 100.00 127.5 100.00 122 100.00 345.5 100.00 100.00 合計 100.00

調査写真（老人ホームごみ全体図） 調査写真（未開封の食品）

調査写真（廃プラスチック）

対象事業所・・・
日量排出が１５０kg以上の事業所の中から無作為に抽出。
日量排出量が１５０kg以上の事業所数は葉山町内の事業所数のうち約４％を占める。
しかし総発生量においては事業系可燃ごみ内の３５％を占め、最多の構成比となっている。

飲食系 スーパーマーケット 老人ホーム 合計 処理
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